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九
月
十
日
土
曜
日
の
十

時
よ
り
、
北
見
西
小
で
今

年
度
、
三
回
目
の
「
ま
な

ビ
バ
」
が
あ
り
ま
し
た
。

道
教
組
の
中
央
委
員
会
と

重
な
り
、
参
加
者
は
四
名

で
し
た
。

出
さ
れ
た
レ
ポ
ー
ト
の

本
数
は
四
本
で
し
た
。
「
理

科
で
扱
う
植
物
教
材
の
疑

問
点
」
―
こ
れ
は
勝
田
先

生
の
レ
ポ
ー
ト
で
、
定
番
の
朝
顔
、
ヘ
チ
マ
な
ど

を
ど
の
よ
う
な
基
準
で
何
を
意
図
し
て
の
選
定

な
の
か
が
話
題
と
な
り
ま
し
た
。
瓢
箪
が
教
材

と
し
て
面
白
い
と
い
う
こ
と
や
、
昨
今
は
苗
の
入

手
が
な
か
な
か
困
難
で
あ
る
こ
と
な
ど
色
々
な

中
身
が
交
流
で
き
ま
し
た
。
「
今
ど
き
の
中
学
三

年
生
の
実
態
」
―
上
田
が
提
出
し
た
レ
ポ
ー
ト

で
、
学
習
の
意
欲
喚
起
の
難
し
さ
や
、
失
敗
を

恐
れ
、
後
ろ
向
き
の
授
業
参
加
ば
か
り
と
い
う

生
徒
の
状
況
に
苦
慮
す
る
こ
と
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
教
師
の
視
点
を
一
度
外
し
、

子
ど
も
目
線
か
ら
「
ど
う
な
れ
ば
学
習
し
や
す

く
な
る
の
か
な
ど
率
直
に
意
見
を
出
さ
せ
一
緒

に
考
え
る
姿
勢
が
大
切
だ
と
い
う
話
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
他
の
「
不
登
校
と
向
き
合
う
に
は
」「
特

別
支
援
を
要
す
る
児
童
の
成
長
」
と
い
う
レ
ポ

ー
ト
も
含
め
有
意
義
な
交
流
で
し
た
。

今
回
は
、
評
価

の
時
期
で
参
加
し

に
く
い
こ
と
や
、

未
組
の
先
生
を
誘

え
る
取
り
組
み
と

な
る
よ
う
日
頃
の

対
話
が
活
き
る
よ

う
検
討
す
る
こ
と

が
反
省
点
と
し
て

上

げ

ら

れ

ま

し

た
。

９月１０日（土）に行われた「道教組第２９回中

央委員会」に代議員として参加してきました。冒頭

の道教組委員長あいさつでは、道教組結成当初の「ぶ

れず、しっかりとした土台」について語られました。

子どもや教職員が追い込まれている状況の中、結成

当初の「揺るぎない原点を思いだし、見直そう」「道

教組を語り合おう」そして、「時間や手間はかかる

けれども、確信を持って、学校づくり・地域づくり

を進めていこう」という力強い呼びかけがあり、中

央委員会が始まりました。 私は、討議の柱①「協

力・共同の学校づくり」に関わって、網走教組で行

っている「学校づくり連続学習会」について報告し

ました。この「学校づくり学習会」は、「学校職員

評価制度」が現場に下ろされてきたことから、「評

価制度に負けない学校づくり」をどのように進めて

いけばよいのかを、組合員みんなで考えていくとい

う目的で始まったこと、合宿研において、たくさん

の組合員から学校づくりについて語られているこ

と、教育に降りかかってくる困難に対して、１０年

先、２０年先を見据えて、今私たちにできることを

考えていかなければならないということを報告しま

した。

また、「学校づくり」と同じように大切な「組合

運動づくり」についても学習し直すという執行部か

らの提案を受け、その学習会への期待についても話

してきました。冒頭の委員長あいさつでもあった、

揺るぎない思いや組合への熱い情熱が、網走教組で

も、結成当初から何度も語られ、受け継がれてきま

した。諸先輩が退職され、その思いが語られる機会

も少なくなっている今、もう一度原点を思い出し、

何をよりどころにして、何に確信を持って組合運動

を進めていけばよいのかを学び直そうという提案

は、子ども、教職員が追い込まれている今、本当に

必要なことだと思います。網走教組での学習会が、

「揺るぎないもの」をつかむきっかけになることを

期待していると共に、道教組でも、「学校づくり・

組合運動づくり」を語り合える場をつくってほしい

というお願いをして、私の発言を終えました。

全道各地で奮闘されている先生方の話もたくさん

聞くことができ、元気をもらって帰ってくることが

できました。このような機会をいただけたことに感

謝します。ありがとうございました。

文責（遠軽・紋別支部 若狭先生）

及
び
ま
す
。
全
学

年
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
独
自
に
少

人
数
学
級
を
導
入

し
た
の
が
十
三
県
。

九
月
三
日
（
土
）
十
三
時
よ
り
、
本

残
念
な
が
ら
北
海
道
は
こ
の
い
ず
れ
に

部
に
て
「
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
を
求
め

も
該
当
し
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
全
て

る
全
国
署
名
」
の
網
走
教
組
ス
タ
ー
ト

の
会
派
か
ら
紹
介
議
員
が
出
る
状
況
に

集
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
で
取
り
組
み
が
発
展
し
て
き
て
い
る

ス
タ
ー
ト
集
会
に
先
立
ち
、
十
一
時

と
い
う
一
言
も
聞
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、

か
ら
、
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
三
輪
店
前
に

今
年
度
の
目
標
や
集
約
日
を
次
の
と
お

て
街
頭
署
名
活
動
を
行
い
、
道
教
組
か

り
確
認
し
ま
し
た
。

ら
椙
木
先
生
、
そ
し
て
、
大
坪
先
生
、

佐
野
先
生
、
勝
田
先
生
、
山
本
先
生
、

目
標

戸
松
先
生
、
和
田
の
七
名
が
参
加
し
、

道
教
組

二
〇
，
〇
〇
〇
筆

「
三
五
人
以
下
学
級
の
実
現
」
「
保
護

網
走
教
組

一
，
〇
〇
〇
筆

者
負
担
の
軽
減
」
「
教
育
予
算
増
額
」

集
約
日

「
高
校
無
償
化
」
な
ど
を
訴
え
ま
し
た
。

①
十
月
一
日
（
土
）
～
中
央
委
員
会

全
体
で
一
〇
二
筆
を
集
め
ま
ず
ま
ず
の

②
十
一
月
十
二
日
（
土
）
～
支
部
代
⑥

滑
り
出
し
で
し
た
。

③
最
終
十
二
月
三
日
（
土
）
～
支
部
代
⑦

街
頭
署
名
終
了
後
、
昼
食
を
挟
ん
で

ス
タ
ー
ト
集
会
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
各
支
部
か
ら
今
年
度
の
取

署
名
に
参
加
し
た
六
名
に
上
田
先
生
、

り
組
み
の
見
通
し
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

若
狭
先
生
が
加
わ
り
、
八
名
の
参
加
で

網
走
支
部
で
は
、
個
人
的
に
行
わ
ざ
る

行
わ
れ
ま
し
た
。

を
得
な
い
状
況
は
あ
る
が
、
高
教
組
に

初
め
に
大
坪
委
員
長
よ
り
挨
拶
が
あ

も
声
を
掛
け
て
進
め
て
い
き
た
い
と
の

り
、
次
に
椙
木
先
生
よ
り
情
勢
の
報
告

こ
と
で
し
た
。
遠
軽
・
紋
別
支
部
か
ら

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
教
育
行
政
が
教
育

は
、
高
教
組
や
新
婦
人
に
声
を
掛
け
三

内
容
へ
の
介
入
を
強
め
る
中
で
、
本
来

回
の
街
頭
署
名
を
予
定
し
て
い
る
と
の

の
務
め
で
あ
る
教
育
の
条
件
整
備
は
お

こ
と
。
北
見
支
部
で
は
、
高
教
組
と
合

ざ
な
り
に
さ
れ
る
実
態
が
浮
か
び
上
が

同
で
署
名
活
動
に
取
り
組
ん
で
行
く
と

っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
ま
し

の
こ
と
で
し
た
。
目
標
の
一
，
〇
〇
〇

た
。
三
五
人
学
級
に
背
を
向
け
続
け
る

筆
に
向
け
て
、
元
気
の
出
る
取
り
組
み

安
倍
政
権
に
対
し
て
、
各
府
県
の
努
力

と
な
る
よ
う
、
で
き
る
だ
け
集
団
的
に

に
よ
り
、
小
中
学
校
の
全
学
年
で
少
人

署
名
に
取
り
組
ん
で
行
く
こ
と
を
確
認

数
学
級
を
実
現
し
た
の
は
二
〇
府
県
に

し
て
ス
タ
ー
ト
集
会
を
終
了
し
ま
し
た
。


